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総合的な探究の時間 

「総合的な探究の時間」は、各学校において育成を目指す資質・能力や学校の特色によってその目標が

決まるため、この時間の教育活動が創意工夫に満ちた豊かなものになるよう、組織的な授業改善を進めて

いるところである。特に高等学校では、生徒の実情や地域から期待される役割などが非常に多様で、「総

合的な探究の時間」において育成を目指すべき資質・能力がその高等学校のスクール・ミッションを体現

するものであり、学校全体で教職員が連携してその実現に向かっていくことが必要である。その中で県立

高校改革実施計画(Ⅲ期)における教育課程研究開発校が、「総合的な探究の時間」に係る研究(令和４年

度～令和６年度)の指定校として11校指定された。全般的な研究として６校(市ケ尾、横浜清陵、藤沢西、

秦野総合、大和、津久井)、ＳＤＧｓをテーマとした展開に係る研究として５校(川崎、舞岡、横須賀南、

山北、有馬)が研究を行っている。どの学校においても組織的な取組として、「総合的な探究の時間」を

カリキュラム・マネジメントの中核として進めていくために、各教科・科目等との関わりを意識しながら、

学年・教科等を横断して学校全体で組織的に研究を進めている。

「総合的な探究の時間」については、教育課程研究会の研究推進委員を選出せず、県立高校指定校事業

での取組で対応することとしている。指定校事業開始初年度(平成31年度)から「研究報告」を作成し、教

育課程研究会の研究報告に掲載している。 

今年度は、各学校が指定期間(令和４年度～令和６年度)の最終年度として、研究のねらいである「探究

のプロセスによる学習過程を実現するための適切な指導の在り方、探究的な学習の指導力向上」について、

各学校のテーマに沿って、研究を推進してきた。今回は、２校(横浜清陵、横須賀南)の実践事例とその工

夫についてまとめた。 

● 横浜清陵高等学校

１ 研究のテーマ

(1) 研究テーマ

「総合的な探究の時間」における問題の解決や探究の過程において、課題の設定、情報の収集、整理・

分析、まとめ・表現といった学習の過程に基づく取組を展開し、「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業実践につながる教科等横断的なカリキュラムを開発するとともに、組織的な取組としての

位置付けをより明確にするための実践方法について研究する。 

(2) 研究のねらい

探究のプロセスを取り入れた教科等横断的な授業の実践を目指すとともに、「総合的な探究の時間」

の組織的な研究に係る在り方を研究する。 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「総合的な探究の時間」

イ 単元名：個人探究①

ウ 単元の目標：探究の四つのプロセスを踏まえ、個人のテーマに沿った探究活動の実践を通して、探

究のプロセスの特性を理解し、社会とのつながりや自分の人生について考えるととも 

に、自らのよりよい在り方を目指し、社会に貢献しようとする態度を育てる。 

エ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

探究の四つのプロセスの特性を

理解し、探究活動に生かしてい

る。 

探究課題へアプローチするため

に、具体的にどのように取り組む

かを論理的に考え表現し、探究活

動に生かしている。 

自己の在り方生き方を考え、自ら

の探究課題と社会とのつながりを

考え、社会に貢献しようとしてい

る。 
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オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 指導のポイント 

１ 

１
～
３ 

・前単元で設定した個人テーマによって

分科会に分かれる。 

・テーマに基づく仮説を立てる。 

● 

 

  〇仮説は妥当性とともに検証

可能であるかが重要である。 

２ 

４
～
６ 

・夏季休業に取り組む探究活動の計画を

立てる。 

・情報の収集や仮説検証の準備をする。 

〇   〇探究の四つのプロセスを踏

まえて活動の見通しを立てる

ことが重要である。 

(夏休み 各自で探究活動の実践) 

３ 

７
～
９ 

・夏季休業の活動報告書を提出する。 

・実践の結果を分析したり、資料にまと

めたりする。 

・発表用のスライドを作成する。 

 〇  〇振り返りや自己評価だけで

なく、次への展望を必ず盛り

込むことに注意する。 

４ 

 

10 

 

12 

・分科会ごとに夏季休業の探究実践を発

表する。 

・評価シートを記入し、結果をアンケー

トフォームに入力する。 

 ○ 〇 〇検証結果等よりも探究のプ

ロセスに沿ってどのように課

題にアプローチしたのかを意

識して発表するよう指導す

る。 

カ 授業実践例 (10時間目／12時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

①生徒発表を行う。 

プロジェクターを用いて探究活動実践報告の発表を行う。 

 

②相互評価を行う。 

発表を聞きながら相互評価シートを記入し、全ての発表終了後フィードバック

用のアンケートフォームに入力する。 

 

発表することを通し

て、よりよい探究と

なるよう自らの活動

や考えを伝えること

ができる。(思考・

判断・表現) 

研究実施校：神奈川県立横浜清陵高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月18日(金) 

授業担当者：南 大樹 教諭 

 

(2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

 【学校の視点から】 

  発表のねらい 

   発表では、探究活動の成果を求めることのみにとらわれないように注意が必要である。生徒は明

確な成果なしに発表することに不安を感じ、教師も成果に安心を覚え、結果として最も重視すべき

探究の過程を見失いかねない。探究の過程こそが「総合的な探究の時間」の本質であるととらえる

べきである。 

発表の機会を設けることに対する探究の視点からのねらいは主に二つある。一点目は発表を区切

りとし、言語化や図式化を通して効果的な探究活動の振り返りに資すること。二点目は他者からの

フィードバックを受け、新たな視点を取り入れて次の探究サイクルに生かすことである。 

  生徒によるフィードバックにはアンケートフォームを使用した。続く論文・発表に向けて新たな

課題の設定に生かすように指導している。教師とは個別面談を行い、生徒による相互評価を確認す

るとともに次の探究サイクルに向け支援を行う。 

   

 

～ 
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【教育課程研究会担当の視点から】 

発表のねらい 

    情報の整理・分析を行った後、それを他者に伝えたり、自分自身の考えとしてまとめたりする学

習活動を行うことにより、それぞれの生徒の既存の経験や知識と学習活動により整理・分析された

情報とがつながり、一人ひとりの生徒の考えが明らかになったり、課題がより一層鮮明になったり、

新たな課題が生まれたりしてくる。このことが学習として質的に高まることであり、表面的ではな

い深まりのある探究活動を実現することにつながる。 

まとめ・表現においては、次の点に配慮することが大切である。 

① 相手意識や目的意識を明確にしてまとめたり、表現したりすること。 

② 情報を再構成し、自分自身の考えや新たな課題を自覚できるようにすること。 

③ 伝えるための具体的な手順や作法を身に付け、目的に応じて選択して使えるようにすること。 

④ 各教科・科目等で身に付けた表現方法を積極的に活用すること。 

 

● 横須賀南高等学校 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

  「総合的な探究の時間」の組織的な取組の研究 

(2) 研究のねらい 

  探究活動を実現するための指導方法、学習プロセスについて研究する。 

 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画 

ア 科目名：「社会実践(普通科)」、「介護総合演習(福祉科)」(両科とも「総合的な探究の時間」に

該当) 

イ 単元名：「私たちで取り組むことができるＳＤＧｓ」 

ウ 単元の目標：ＳＤＧｓの視点に立った授業や教育活動を通して、地域や社会に係る課題の発見のた 

めに必要な知識を身に付けた上で、共生社会の担い手を目指して行動することで、主 

体的・積極的に社会に参画、貢献しようとする態度を育成する。 

エ 単元の評価規準 

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」 

次 時 学習活動 知 思 態 評価方法 

１ １ 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクト① 

・株式会社ファーストリテイリングの社員

による講演会を開催する。難民・国内避難

民や国連機関のＵＮＨＣＲに関する知識、

「私たち」で取り組むことができる活動に

ついて考える。 

 〇 ● ・行動観察 

・ワークシート 

２ 

２ 

 

３ 

ＳＤＧｓカードゲーム2030 

・社会法人イマココラボの講師による講演

会を通して、生徒たちにＳＤＧｓの理解を

深めさせ、課題解決のためには、各国の意

識変革や協力体制が必要であることを認識

する。そして、ＳＤＧｓが目指す世界をカ

ードゲームで体感し、2030年の世界と自分

〇  ● ・行動観察 

・ワークシート 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域や社会に係る課題の発見の

ために必要な知識を身に付けて

いる。また、探究活動における

技能を身に付けている。 

探究活動の中で、共生社会の担い

手として、「私たち」が携われる

行動を考え、実行している。 

地域社会に関心を持ち、課題に対

して主体的・積極的に多様な意見

を吸収し、自ら課題を設定し解決

しようとしている。 

～ 
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の未来を描くキャリアビジョンを探究す

る。 

３ ４ 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクト② 

・文化祭での回収に向けた広報活動等を行

う。回収した古着を段ボールに梱包し、難

民キャンプへ送り届ける。 

  ● ・行動観察 

４ ５ 

学習成果発表会 

・普通科では、子ども服の古着の回収につ

いて集計発表する。 

・福祉科では、「すべての人に健康と福祉

を」をテーマにした発表を行う。 

〇  〇 ・発表 

・スライド 

・ポスター 

カ 授業実践例 (１時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクトⅠ 

①「突然起きる」シチュエーションについて考える【個人ワーク】 

「日本で紛争が起こりました。あらゆる場所が戦場に」という問いで、今回の

テーマである難民の話題につなげる。 

②難民とは？【個人ワーク】 

難民をめぐる背景や状況を学ぶ。生徒に難民とは何かを答えさせ、戦争だけで

はなく(戦争が難民の要因と考える生徒が多数と予想)人種、宗教、国籍、政治的

な意見など様々な要因が関係していることを教示する。 

③紛争避難体験ワーク【グループワーク】 

「もしも自分が明日、紛争に巻き込まれたら」と、難民の生活を生徒にイメー

ジさせる。質問「避難先で持って行くアイテム七つ(水、食料、衣服、お金、ス

マホ、薬、家族の写真)の優先順位をつけなさい」ではグループ内で５分間話し

合わせ、発表を１分間で行う。グループ内での意見をまとめるルール「相手の意

見を否定しない」「多数決は使わない」「直感で決めない、理由をつける」を提

示する。 

④難民の持ち物は何だろうか？【グループワーク】 

赤ちゃんを持つ親、高校生、６歳の子どもの難民が避難先へ持って行く荷物の

イラストを生徒に提示する。その共通点とし

て「服」をそれぞれ持ち物としていることに

気付かせる。 

⑤服のチカラについて【個人ワーク】 

服の持つ役割・機能を教示する。「いの

ち」を守る保健衛生的機能、「気持ち」を高

める心理的機能、社会との「つながり」を持

つための社会的機能の三つのチカラがあるこ

とを生徒に理解させる(図１)。 

⑥私たちにできることには何があるのだろう 

か？【個人ワーク】 

服にはいくつものチカラがあり、難民支援に 

つなげられることを説明する。そして、国連機 

関ＵＮＨＣＲと協力し、難民・国内避難民の子どもたちに古着を届ける活動を生

徒に呼びかける。最後に実際にどのような流れで服を回収するかを説明し、生徒

が集めた古着を受け取る難民の子どもたちの状況について学ばせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【主体的に学習に

取り組む態度】 

ワークショップに主

体的・協働的に取り

組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

・【思考・判断・表

現】 

自分たちでできる活

動に興味・関心を持

ち、具体的な計画を

立てている。 

 

 

 

研究実施校：神奈川県立横須賀南高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年６月20日(木) 

授業担当者：大内 美咲 教諭(以下同様に担当) 

 

 

図１ 「届けよう、服のチカラ」

プロジェクトによる講演会 
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(２時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

ＳＤＧｓカードゲーム2030の実施 

●社会法人イマココラボの担当者との打合せ事項 

グループ編成については、４人グループだと傍観する生徒が出てしまう恐れが 

あるため必ず２～３人で組むこと、普段から仲の良いメンバーで組まないこと

(なお当日は出席番号順で編成)を厳守する。またゲーム中、積極的に参加してい

ない生徒、ルールを理解できていない生徒がいたとしても教師は手助けをしない

ことも徹底する。 

①生徒を体育館へ移動 

１学年全員を体育館へ移動させ、表１(※点線はプロジェクトカードの受け渡 

しの動線)のように予めクラス毎に設営された箇所に着席させる。 

 

表１ 体育館設営図 

 

②ＳＤＧｓとは？【個人ワーク】 

ＳＤＧｓの17の目標のうち、「１.貧困をなくそう」「２.飢餓をゼロに」 

「３.すべての人に健康と福祉を」「４.質の高い教育をみんなに」「５.ジェン

ダー平等を実現しよう」「６.安全な水とトイレを世界中に」を見ると、貧困や

飢餓、教育や健康など開発途上国に対する支援に見える。「７.エネルギーをみ

んなにそしてクリーンに」「８.働きがいも経済成長も」「９.産業と技術革新の

基盤をつくろう」「10.人や国の不平等をなくそう」「11.住み続けられるまちづ

くりを」「12.つくる責任つかう責任」になると、先進国にも密接する目標であ

ることに気付き、目標13以降となると、気候変動、海・陸の環境保全など、開発

途上国や先進国だけの課題ではないことが分かる。したがって、全ての目標を達

成していくには、世界各国が歩幅を合わせて取り組む必要があり、本時のカード

ゲームで実体験すると説明する。 

③ルール説明 

各クラスに配置されている有資格者のファシリテーターがカードの受け渡しや 

「事務局(ゲーム内の役割)」を担う。 

④カードゲームの実施【グループワーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【主体的に学習

に取り組む態度】 

ワークショップに

主体的・協働的に

取り組もうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日：令和６年７月18日(木) 
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(３時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

ＳＤＧｓカードゲーム2030の振り返り 

①カードゲームの振り返り【個人ワーク】 

各教室へ移動し、オンラインで配信され

た講義を受ける。体育館でのカードゲーム

の結果の説明で「個人の意識、行動」が

「私たちの世界の変容」につながることを

体験できたと自覚させる(図２)。 

 

 

 

図２ カードゲームの振り返り 

②これからの自分の目標づくり【個人ワーク】 

「何をしたら世の中のためになるのか」「最初は自分のゴールに目線が行

きがちだが、他の人(他国)と連携することが重要になる」と、自分の目的だ

けで動いても望む世界を実現できないことに気付かせ、生徒の選択が世界に

影響を与えるとともに、今後の自らの目標について考えさせる(表２)。 

 

表２ 振り返りシート 

 

・【知識・技能】 

世界が抱えている課題

(難民問題等)の知識を

積極的に理解し、その

背景を見いだしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日：令和６年７月18日(木) 
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(４時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

「届けよう、服のチカラ」プロジェクトⅡ 

①文化祭での子ども服古着の回収【１学年】 

子ども服の古着をできるだけ多く回収するために、広告チラシを発行させ 

る。その際、必ず洗濯をしてから古着を持参すること、パンツや靴下などの下

着や、帽子・靴・マフラー・ベルト、アクセサリーなどの小物類は回収不可で

あること、迷彩・武器・ドクロ・血液柄のものも回収不可である旨を記入する

よう指導する。 

回収ボックスのデザインを考案・制作させる。文化祭で実施したユニクロに

よる講演会を受けての感想や難民に関する調べ学習を壁新聞としてまとめたも

のを展示させる。 

②国際交流委員による古着の仕分け・梱包作業 

回収した子ども服を「キッズ用(110cm～160cm 

)半袖・半ズボン(春夏用)」「キッズ用(110cm～

160cm)長袖・長ズボン(秋冬用)」「ベビー用」

(60cm～100cm)」に仕分けさせ、カテゴリー毎に

段ボールに梱包させる(図３)。 

 

図３ 古着を梱包する様子 

・【主体的に学習に

取り組む態度】 

課題の重要性に気付

き、積極的にワーク

ショップに取り組も

うとしている。 

実 施 日：令和６年11月21日(木) 

 

(５時間目／５時間) 

学習活動(指導上の留意点を含む) 
評価の観点 

(評価方法) 

学習成果発表会 

学習の振り返りの場としており、発表を通して挑戦する力を養い達成感を得 

る。ステージ発表と展示発表により何を学んでいるかをお互いに共有する教育

活動である。 

①探究活動のまとめ 

普通科では、今年度の「服のチカラ」プロジェクトの活動報告と展示発表を 

行う。 

福祉科では福祉実習・保育実習の探究活動報告を行う。 

発表者以外の生徒は自分たちの活動の振り返りとして発表を見るよう指導す 

る。 

学習成果発表会前のリハーサルで、原稿チェック、スライドの見やすさ、読 

み合わせ等のプレゼンテーション力の育成を担当教師が指導する。 

②発表の振り返り 

今回の発表を通して、今後のＳＤＧｓ活動の計画について検討させる。 

・【主体的に学習に

取り組む態度】 

これまでの活動を他

者に伝えようとする

意欲が見られ、また

今後の活動について

も計画しようとして

いる。 

 

実 施 日：令和７年３月24日(月) 

 

(2) 「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

【教育活動の設定】 

   本校が教育課程研究開発校として「ＳＤＧｓをテーマとした展開」の指定をいただいた際、学校のカ

リキュラムを調整し、かつ本校の生徒の実態に適う教育活動を模索する必要があった。本校では普通科

と福祉科の併設校のため、各科で「総合的な探究の時間」の時間割や目標が異なる。したがって、多様

性を踏まえた授業、福祉科実習、姉妹校交流など、これまでの本校の教育活動を踏まえたあらゆる場面

においてＳＤＧｓの視点で探究的な学びを実践していくことに決定した。その一環として、学校行事と

連携した「届けよう 服のチカラ」プロジェクトと社会法人イマココラボ「ＳＤＧｓカードゲーム

2030」を取り入れた。また、本校の福祉科においては、保育実習等の外部の福祉施設への交流を通した

学習活動もＳＤＧｓ教育に組み入れた。 

それぞれの活動で、①生徒が「自分事」として捉えること(地域社会に関心を持ち、課題に対して主

体的・積極的に多様な意見を吸収し、自ら課題を設定し解決しようとする)、②課題に取り組むための
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リサーチ力(課題の発見のために必要な知識を身に付け、アンケート調査、広告・宣伝などの方法を正

確に実行することを身に付ける)、③学びの実行と表現力(共生社会の担い手として、「私たち」が携わ

れる行動を考え、実行する)を身に付けることを目標にし、評価規準とした。 

【ＳＤＧｓカードゲーム2030の実施】 

ＳＤＧｓカードゲーム2030はＳＤＧｓの17の目標を達成するために、生徒たちが異なる価値観や違

う目標を持った「国」となり、各国が個人の目標を達成しながらどのように持続可能な世界を実現し

ていけばよいのかを体験するものである。ゲームが持つ面白さに自ずと熱中しながら、気が付かない

うちにＳＤＧｓの本質を体験することができる。本単元では、ＳＤＧｓの教養を生徒が得るだけでなく、

「自分事」と捉え、将来に向けた見通しを立てるキャリア教育の側面も期待した(表２)。したがって、

生徒が将来への見通しを立てるところまでを評価対象とした。 

 その結果、振り返りシートより「１番大事にしたいゴール」として人数の多い項目が「11.住み続け

られるまちづくりを」(14人)と「14.海の豊かさを守ろう」(12人)である。生徒たちは海に囲まれた横

須賀・三浦という地元に興味・関心を持ち、環境保全に興味・関心があることが伺える。本校の学校行

事である地域清掃、保育実習等の地域との交流活動の影響もあると考えられる。また、「１番大事にし

たいゴールを達成するため、2030年のあなたは何をしていますか？」「24時間以内のアクションを考え

よう」といった今後の生徒の将来に関する問いでは、普段の学校生活への取組を重視する回答が多く、

これがのちにＳＤＧｓの課題解決の貢献につながると生徒が自覚できていることが分かった。 

【届けよう、服のチカラプロジェクト】 

   「総合的な探究の時間」において、「知識を得て(＝調べ学習)、自分なりの考えを持つこと＝(探究)」

といった姿勢を育成すべく、次のような学習段階を構成した(表３)。 

 

   表３ 学習段階の構成 

 

 

 

 

ＳＤＧｓの基本知識は１学年の公民科の「公共」で習得しているため、座学での学びを実践へと昇華

させるべく、「総合的な探究の時間」を活用する。ＳＤＧｓといった壮大な課題に対して、生徒が社会

のために「できることは何か」を追求するにあたり、古着のリサイクルの案が挙がった。そこで株式会

社ファーストリテイリングの「届けよう、服のチカラ」プロジェクトに携わることになった。 

   回収された子ども服は、世界各国の紛争地域の難民キャンプへと送り届けられるため、知識の吸収で    

は、生徒たちに国連が定めた「難民」の定義や数値等を調べさせ、「もしも自分が明日、紛争に巻き 

込まれたら」というケースをイメージさせ、「自分事」として捉えさせるようにした。それを踏まえ 

て、「難民」問題は、自分とは無関係ではないことを自覚させ、その問題を解決するために、できる 

ことは何かを考えさせ、その行動を実践する流れとした。昨年度は、生徒たちの自己肯定感を高める 

ために学校内外に発表の場を設けた(図４・５)。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 横須賀いいね★エコ活動賞授賞       図５ 横須賀・三浦地区探究活動発表 

【学習成果発表会】 

   学習成果発表会は、１年間の授業または課外学習における学習の内容や成果を発表・展示するイベン

 

                          

 

知識の吸収 できることの模索 実践 
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トで、「学びや体験を通じて、多様性を認め、主体的・積極的に社会に参画、貢献しようとする態度を

育成する」を生徒たちの目指すべき姿と定めている。普通科では子ども服の古着の回収の集計発表を、

福祉科では「すべての人に健康と福祉を」をテーマにした発表を行う予定である。福祉科ではＳＤＧ

ｓの目標の中でも特に「福祉」というキーワードを重視している。遠い国の話ではなく、自分たちの暮

らす社会の中でどのように目標を達成していけるのか、高校生である生徒自身が自分たちでできること

を模索し、行動する意識を高める発表になるように指導していく。 
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